
 

様式 4_助成事業実施報告書 

    ２０２０年７月３０日 

助成事業実施報告書 

団体名   ネットワーク・市民アーカイブ         

代表者・役職名 氏名  代表  町村敬志        

▼報告書の扱い、および記入にあたっての注意点 

この報告書（精算報告書以外）は、ホームページなどで公開する予定ですので、広く読まれることを想定してご記入ください。また、編集段階

で、表記・表現等を事務局で編集する場合がありますので、あらかじめご了承ください。語尾の表現は「です・ます」調でお願いします。報告書

に掲載するため活動の内容がよくわかる写真（２枚程度。写真の肖像権問題がないものの提出をお願い致します）を添付して下さい。 

 

１．助成プロジェクト名 

市民活動資料センター「市民アーカイブ多摩」――持続可能な基盤づくりをめざして 

２．実施団体の概要（創設の経緯、創設時期＝法人で、法人化前に任意団体での活動がある場合、その段階からご記入ください。
会員数など。１８０文字程度まで） 

 

 

 

 

３．プロジェクトの目的とその背景（※応募申請書に記載のものでも可）  ２５０文字程度まで 

市民活動資料センター「市民アーカイブ多摩」を持続的に維持するためのさらなる基盤づくりをめざす。

このため、新着ミニコミの安定的整理に加え、未整理資料・新規受入資料の迅速正確な処理をめざし、

施設整備・充実を図る。資料タイトル数と会員・来館者の増加を実現し、公開企画、他資料館の見学会

などを実施する。経験共有のための刊行物準備を含め、積極的な広報により会員・担い手の勧誘を進

め、持続可能な活動の基盤確立に取り組む。以上を通じて、情報提供を介した多摩地区における市民

活動の「結節点」としての役割実践をめざす。 

４．プロジェクトの内容（※当初予定と変更がない場合は、応募申請書に記載のものでも可） ３００文字程度まで 

＊ファイリング済みミニコミについて継続受入分を速やかに公開できるよう、入力・配架作業を行う。新

規のミニコミについても別に配列・保存し、求めがあれば利用できるようにする。 

＊資料館を広く紹介し、運営に直接携わる人材の育成にも役立たせるため、館の背景・歴史の共有や

「ボランティア講習」にも役立つ冊子を作成する。 

＊来館者の中からボランティアや運営に関わる人材を発掘し、育成する。 

＊「アーカイブ通信」発行時に入会やボランティアの呼び掛けや資料寄贈依頼を行う。 

＊「市民アーカイブ多摩」の活用する交流イベントとして、講師を招いて緑蔭トークを開催する（全４回）。 

＊シンポジウムや講演会を開催する。他の資料施設の見学会を主催する。 

５．プロジェクトの実施で得られた「結果」(OUTPUT。実施回数や参加者数など)、「成果」(OUTCOME。事業によって生

まれた直接的な変化)、「社会的な変化」（IMPACT。事業が社会に与えた影響）などの『効果』 ３００文字程度まで 

＊「市民アーカイブ多摩」については開館日数 71日を維持し、来館者数 79人という結果であった。 

＊データ入力数 4,187点（総数 50,355点）、新規ファイル作成数 69 タイトル（累計 1,836 タイトル）を実

現できた。 

＊緑蔭トーク計 4回、現地訪問会 1回、関連施設訪問１回、学習会 1回を開催し、多くの交流機会を持

てた。 

＊2019年度の事業成果として、活動記録・紹介の冊子『ようこそ！市民アーカイブ多摩へ 市民活動の

多摩地域を中心とした市民活動資料の保存・公開をめざす「市民活動資料・情報センターをつくる会」

（2006年設立）以来、地方自治体への委託から自前の館設立まで種々の可能性を探り、募金活動を開

始した（2010年）。（N）グリーンサンクチュアリ悠（立川市）内の建物提供の申し出を受け、施設を改修し

た後（2013年）、新団体を設立し、資料館「市民アーカイブ多摩」を運営してきた。会員数 147名。 



 

記録を残す運動の歩み』（148頁）を作成することができた。 

＊開館以来 5年を経過し、そのことが新聞2紙で報道されるなど（2019.5.14毎日新聞多摩版、2019.9.12 

読売新聞多摩版）、多摩地区の市民活動資料館としての基盤を一定程度固めることができた。 

６．プロジェクト実施にあたっての課題、今後の展望など ３００文字まで 

プロジェクトの実施により、資料の収集・整理・公開・保管業務については、定期開館が維持され、作業

のルーティン化とその共有により資料整理が更に進んだ。ただし人員不足のため、開館維持には困難

が予想される。また保存資料の増加にともないスペースが不足してきており、対応を考える必要が増し

ている。そのため組織基盤強化プロジェクトを実施し、プロジェクトの一環として NPO法人格の取得も含

めた組織基盤の強化についての学習・情報共有を進めた。事務量増加などの課題を検討するととも

に、市民活動の収集、保存、提供に取り組む活動の原点に立ち返り、人や資料との出会い、そしてその

楽しさが実感できるような催しも企画していきたい。 

７．参考資料 
『ようこそ！市民アーカイブ多摩へ 市民活動の記録を残す運動の歩み』 
 参考資料あり ・ 特になし 

 








